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研究課題名「ばね指の病態に関する病理学的検討」に関する情報公開 

 

１． 研究の対象 

2012年 4月 1日から 2026年 12月 31日の間に名古屋大学医学部附属病院手の外科または

共同研究機関：中日病院整形外科、市立四日市病院整形外科にてばね指の手術を受けら

れ、本研究に文書で参加の同意をされた方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

ばね指（手指屈筋腱腱鞘炎）は日々の診療で遭遇する頻度の非常に高い疾患である

が、その病態に関する病理学的検討はこれまでほとんどなされておらず、いまだその

病態には不明な点が多い。今回、ばね指で手術に至った症例に関し、臨床経過ととも

に手術で切除された腱鞘・腱滑膜を病理学的に検討することによりその病態を解明

し、今後の治療の発展への礎を築くことが本研究の目的です。 

 

研究方法： 

倫理委員会承認後より本学を含めた全施設にて、40 例程度の予定症例数に達するまで

症例の登録、各種試料の採取を行う。それと並行して、採取された病理材料の組織学

的検討、各種試料の収集・保存・解析を本学にて行う。 

本研究の主たる目的は、ばね指の腱鞘・腱滑膜組織における IL，TNF，TGF，

VGF，VEGF 等の発現を、病理組織標本の免疫染色、ELISA を用いたタンパク解

析、RNA 解析にて評価することである。採取した腱滑膜を初代培養し、IL，TNF 等

の炎症性メディエーターの分泌量を計測する。 

術前に加え、術後 1 か月、術後 3 か月の計 3 回 Hand20 を採取することで治療経過を

検討し、手術の有効性やばね指の診断の正当性を確認する。病期ごとの群間比較や統

計学的検討を行う予定はない。本研究に関連する企業・団体から資金や物品・機材・

役務の提供はありません。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2028 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：病歴、治療歴、副作用等の発生状況、カルテ番号 

 試料：手術で摘出した腱鞘組織 



 

 

 

 

４．外部への試料・情報の提供 

共同研究機関から提供を受ける試料と情報は本学の研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

市立四日市病院 整形外科  奥井伸幸 

中日病院 整形外科   西塚隆伸 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

研究責任者（問い合わせ先）： 

名古屋大学医学部附属病院手の外科 教授 山本美知郎 

電話 052-744-2965 

FAX 052-744-2965 


